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海外選択性臨床実習報告書
田中結香
実習期間：2014年 5 月12日～ 5 月30日
実習先：Universiti Teknologi MARA （マラ工科大学）
1 ．はじめに
　今回選択制海外臨床実習としてマレーシアのマラ工科大学にておよそ 3 週間実習をさせて頂きました。今
回この実習に参加したいと思ったのは，学生の立場で医学を学ぶ留学を経験してみたいと思ったからです。
マレーシアでのこの実習は見学者ではなく現地の学生と同じ医学生としての立場で授業を受け病院実習に参
加することができます。留学経験のない私は一度違う国籍の学生と混じって勉強をしてみたいと以前から
思っていました。また，旅行で東南アジアを訪れた際にその気候や雰囲気，土地の人柄がとても気に入った
ことから，物価も安く老後移住したい国No.1と言われているマレーシアで医療を体感できたら面白そうだな
という興味からもマレーシアでの実習を志望しました。
2 ．準備
　まずむこうでは英語で症例のプレゼンをすると聞いていたので， 5 年生の 2 月頃から海外実習を選択する
学生のうち希望する人で集まり，100casesという英語の症例集から 1 回 2 人ずつほどで担当を決め時間を
とって練習していました。基本的な医学英単語や英語での問診の仕方を学んでいましたが，医学は日本語で
考えても難しくなかなか英語で表現できないので苦労しました。周りが英語だけの環境になると英語でも話
しやすいですが日本人だけだとつい日本語を使用してしまうので，練習のためには出来る限りでも英語で表
現をする練習をするといいかと思います。実際の実習では急にプレゼンをふられることもあったので，症例
を英語でプレゼンする練習もすればよかったと個人的には後で思いました。
3 ．生活
　今回私たちは 6 人で行ったので実習しやすいよう 3 人ずつ 2 グループに分けられていたため，部屋も 2 つ
提供されました。部屋には先輩方が行かれた昨年よりもグレードが上がっていたようで，冷蔵庫やキッチ
ン・食器があり奥には洗濯機もついていました。なので自分たちで調理することも可能でした。シャワーは
一つだけ温水が出たのでうまく共有していました。シーツの交換も 1 週間に 1 度ありました。 1 人に 1 つ小
さな部屋があたるのでプライバシーも守れます。
　食事に関しては，実習で回っている同じグループの学生や仲良くなった学生がほぼ毎回誘ってくれて自動
車で連れて行ってくれました。辛いものが多く胃腸が弱ったときには持参した日本食を部屋で食べることも
ありましたが基本的に困ることはありません。朝食も学生が病院のカフェに連れて行ってくれしっかり食べ
ていました。驚いたことに現地での食費は非常に安く 1 回120円程度でボリューム満点のものを食べられる
ので食費はかなり抑えられました。また，きれいな図書館や自習室，体育館も使えるので放課後には好きな
だけ勉強や運動ができます。
　今回一番大変だったのはwi—fiです。渡航前日本で契約して持参していたのですが，徐々に使えなくなり，
大学のwi-fiも部屋では使えないのでわざわざ階下におりたりしていました。学生とはLineやFacebookで連
絡をとっていたのでとにかく不便でした。現地で携帯電話は購入しませんでしたが，苦労したので今後行く
方は何らかの対策をしていくことをおすすめします。
4 ．実習
　私たちのグループはcardiology→primary care→OBGY（産婦人科）という順で 1 週間ずつお世話になり
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ました。最後の一週に関しては回りたい科のリクエストが可能です。今回授業料を払っているので，現地の
医学生と同じように扱われ，授業や実習に参加しました。各科を回っている学生たちが一週間親切にお世話
してくれるので何時にどこへ行けばいいのか，予習で必要なことなどわかるように気をつけてくれました。
実習の予定表は配られますが，変更が多くあまりあてにはなりませんでした。私の中でcardiologyが最も大
変だったのでそこをメインで書きたいと思います。
・cardiology （medicine posting）
　事前には感染症科を回ると聞いていたのですが，なぜか循環器内科に配属でした。medicine postingに
色々な科が含まれていて循環器科の次に感染症科を回ると聞いたので週がずれたのかと思います。ただ，希
望すれば熱帯特有の感染症であるデング熱や結核の患者さんのいる感染症病棟も見ることができました。
　Cardiologyでは私はいきなり一人で現地の学生の10人程度の少人数グループに組み込まれました。割と
ハードなスケジュールで，ほぼ毎日朝早くから学生たちと病棟に問診や身体診察をとりにいきました。患者
さんはとにかく多国籍であり，インド人，マレー人，中国人が主です。医師や学生は英語が堪能でしたが，
患者さんは英語が使えない人も多く，最初は何を話しているのかわからず見ているだけで，後で学生に説明
してもらいましたが，そのうち英語の話せる心不全の患者さんをあててもらい，一人で問診をとる機会もあ
りました。
　病棟回診では日本での教授回診での研修医のように，学生が担当の患者さんのプレゼンをし，先生に尋ね
られたことに答えなければなりません。私はいきなり英語で問診をとった患者さんのプレゼンをするように
言われたため大変焦りましたが，メモを見て何とか発表できました。結果はもちろん準備が十分ではないの
でぼろぼろでしたが，本当に貴重ないい経験になったと思います。
　さらに学生の作ったAcute coronary syndromeのスライドの発表があり，学生や先生の前で，英語で発表
する機会もありました。
・Primary care
　Primary careでは大学を離れて病院のもつクリニック
に行ったり，大学で外来見学をしました。糖尿病の患者
さんが非常に多いのが印象的でした。日本人が想像でき
ないくらい甘い飲食物が多いので食生活や運動を定期的
にとらない人が多いことが影響しているということで
す。うまく血糖コントロール出来ていないのか足壊疽に
なっている 患 者 さんもたくさんいました。treatment 
roomでは私も足壊疽の患者さんに消毒をして包帯をさ
せてもらったり，maternal and child healthでは妊婦の
子宮底長を測ったりしました。
・OBGY
　産婦人科では主に正常分娩を見ることができます。オ
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ペ室に入ることは最後までなく，分娩室でお産を見ました。赤ちゃんを出すためにすごい勢いでその場の医
療スタッフ全員でお腹を押すのには驚きました。日本と同じように出づらいときには会陰切開を加えていま
した。マレーシアでは日本より出生率も高く多産の一家も多いため産婦人科は大忙しだそうです。
5 ．放課後や休日
　平日でも実習時 5 時頃には必ず終わるので，本当によくマレーシアの学生たちと遊んでもらいました。部
活動はないらしいのですが，むこうの学生と放課後バドミントンやランニングや凧揚げをしていました。ナ
イトマーケットに行ったり，マレーシアの伝統衣装を買いにモールに行ったり，学生が住む部屋に招待して
もらいおしゃべりをしたり，お互いの国の料理を作り合ったりとかなり忙しく充実していました。
　休日には，近くにあるチーリン滝まで行き泳いだり，マラッカという異国情緒漂う素敵な街に長距離にも
関わらず連れて行ってもらいました。また，自分たちでKLCCのホテルをとり遊んだりもしました。
6 ．文化や言葉に関して
　マラ工科大学はマレー人の学生ばかりなのでほぼ全員がイスラム教徒でした。お祈りの時間は朝 6 時頃か
ら 1 日 5 回で食事・服装など厳格に守っています。日本人は宗教に疎い人が多いと思いますが私もそういっ
た宗教の根付いた暮らしには初めてふれることができました。
　言葉に関しては，学内の授業・実習に関しては全て英語であり，中には 3 カ国語以上の言語がこなせる学
生・医師もいます。これは多国籍国家ならではだ
と思いますが，インド人学生はインド人の患者さ
んと話をし，中国人医師は中国人の患者さんと話
します。学生は主にマレー人で構成されていまし
たが，医師の人種はインド系，中華系，マレー系
と多彩で，お互いに話す際は英語を使用します。
日本では単一の言語・人種のみなので，マレーシ
アでは多彩な言語・背景をもつ人たちと交流をも
て，まさに人種のるつぼという気がして本当に新
鮮な気持ちでした。
7 ．最後に
　行って 本 当 によかったと 思 うのは，何 よりマ
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レーシアの学生のモチベーションの高さと医学教育を知れたことです。彼らは優秀でよく勉強していました
し，授業中も驚くほど活発に発言していました。少人数で授業を行うメリットを感じました。
　また，プレゼンや身体診察を重視しており，人前で発表する機会が非常に多く設けられていました。勉強
に対する姿勢もテストをクリアするためというよりは，普段から好奇心をもって楽しみながら勉強している
印象を強く受けました。もちろんいかに日本人学生が英語に弱いかということも思い知れました。
　日本ではこうするけどマレーシアではこうする……などと色々気づくことができた点で本当に価値のある
実習だったと思います。
　最後になりますが，マレーシアで実習をする貴重な機会を与えて下さった総合診療部の山城教授には感謝
いたします。ありがとうございました。
